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〈概要〉理工系分野における創造的人材の育成が 嬢まれ て い る。 本学園も、メカ トロ ニ クス技術者の育成をは じめ

て 20 年余 り、創造性豊かなメカ トロ ニ クス技術者を目ざ U 工夫を重ねてきた。その 中か らマ イクロ コ ン ピュ
ー

タの組立実習を第
一

ス デ ッ プとして、その応用を考えさせ、マ イク ロ コ ン ピ ュ
ータを用 いた応用装置を制 乍させ る

方法につ い て報告す る。
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1，はじめに

　産業の空洞化や雇用機会の減少などの問題がお こ っ

て い る中で、我が国の科学技術の発展を支えて 行 くた

め、理工系分野につ い て創造性豊かな人材の育成を求

める声が高まっ て い る。

1）
文部省高等教育局大学 の理

工 系分野における創造的人材の育成のための産学懇談

会報によると

　　　　『大 学の 理工 系分 野に おけ る人材の 育成で

　　　　 欠 けて い る と思 われ るもの 』
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  啣超性 に 富んだ人材

　 　 学 部 長　（91 ％）

　 　 若　手 c71e4）

　 　 企　楽 （田 ％）

  ｛蝋 豊 か な人材

　 　 宇離長 〔34％，

　 　 若　　孑二（3ら％ ，

　 　 企　業 Ω 6％〕

．
  躑 や環境適応力を

　備 えたノ、材
　 　 学su長　〔33も，

　 　 若　手　（n ％）

　 　 企　槧 （1丁％）

  主体 性气攤 性に 富 む

人材

　 　 学品長　（6 τ巽｝

　 　 瑪　手 ｛；1％）

　 　 企　薬 ｛Is ％｝

  与えられ た調 題を着実
に尊琺 で きる人材

　 　 学錦最　（　1％ 〕

　 　 若　手 （2％，

　 　 企　嵳 〔 4％）

頭 層 公 私立 大学の 工学部長．耻 綿 長．理工 系 1「L科大学 艮《 の ア ン ケ
ー

ト
霞 萋 （平或 7年 3月）、学路会か ら概 鰍 等を愛賞 した大物 若手

難雪憲蟷笋；搾脅燕 讖 捧嶺綬調
目杠 9 ‘t「tiva

と報告され て い る。 その中でも企業ア ン ケート調査結

果に よる倉1」造性に富んだ人材の 78 ％、主体性や積極

性に富む人材の 78 ％には注目したい 。

　若い学生は、創過生や独創舶…をもっ て い るはずであ

り、い かに 問題をとらえ、い か にそ れを総台的な立場
か ら解決して い くかとい う思考や態度を素地として身

につ けさせ、伸ば して やるかとい うの が問題となる。

　その方法として、自ら課題を設定し、そ の成果をま

とめる演習の実施、自ら設計 ・制 乍し、 その特性を測

定する 「創る実験」 の実施が有効 である とも報告され

てい る 。 既 こ物に触れさせ るこ とを重視し、少人数に

よる グル
ー

フ「の ロ ボ ッ トの制 乍など各教育機関では、
それ ぞれ特色ある取組をはじめて い る。

　名古屋 工 学院1￥尸7　7＃AZSは、昭和49 年節脚 工 学科

の設置と彫 斜こ電子と樵械の基礎力をもち、シス テ ム

エ ン ジニ ア と して応用ので きる人材の育成を始めた。

昭和 55 年には、学生全員 1台ずつ マ イクロ コ ン ピュ

ータを組立て、その応明磯器を 自分で考えさせ、そ し

て制作させ、そ の成果をレポー
トにまとめ発表させる

とい う教育法を取り入れ、以来、自ら考え、取組とい

う姿勢の かん養に努めて きた 。 この方浪 ま、昭和 62
年開佼の愛知技術短期大学電子工 学繍 こも受けつ がれ

てい る。

　こ こ で は、名古屋 工学院専？7￥校で の取組を中心に

その 成果など報告したい 。

2．教材など．

　昭衵 49 年に制御工 学科力雛 され さ らに昭扣 59
年に機械系科目を多くした ロ ボ ッ トエ学科力瀾設され

た 。 両科ともに マ イク ロ コ ン ピュ
ータの組立を行っ て

い る 。 箏脚 工 学科の カリキュ ラムの大分類を図 ユに示

＊ 1　KOBAYASHI 　Kazund 〕u ：愛知技術短其朕 学

＊ 3 　NONAI ｛A 　NobOru ：野 「籏 繍

＊ 5　NNAGATA 　Hi（1θo ：愛矢［擲 灘

＊ 7　1mm ’A 　 S1血 iChiro：名古屋工学院専FErlY較

＊ 2　YAMAJ ［　KDki ：愛知麟
＊ 4　SUZUIq 　  〕kazu ：野 口轢
＊ 6　ARAKI　Kuninori：愛 夫贓 鰤
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　　 図 1．飼脚 工 学科の カリキ ュ ラム

写真 1．マ イクロ コ ン ピュ
ータの組立

　　　　CPU はZ80

写真 3．発表会の風景

写真 2 ．マ イクロ マ ウス 大会

3．結果など

　在籍 50人の 1クラス で のア ン ケート結剰 よ

（A）入学篩 こコ ン ピュ
ータをさわっ たこ とがあるわ  　　

’

　　   はい ee 　   し覇 え 　i5
（B）入学前に ワンホ L

ドマ イコ ンは知 っ てい たか。
　　   はい 5 　   VSU、え es
（C）ワ ン ボードマイコ ンの 紐立をやって

　　   良か った 4i   躍動り た 　0   どうとも思わ1まい 9
（D）

籥 皆
ユ

認 誌    棚 伽た 、

（E）組立をや っ て

　　   庄耡 髄 るように厭 　田　  鰤 、　 m 　  拗 痴 ・2

　応用として各自に考えさせ 、 制 乍させ たイ橸 よ、 ラ

イ ン トレーサL 相撲ロ ボ ッ ト、 マ イクロ マ ウス などが

多かっ た 。 組立をやっ て良か っ た点や悪か っ た点など

を自由に書かせたとこ ろ、完成した喜び をあげる者が

最も多く、い ろい ろの物を作る基礎が できたとい うの

がつ づい てい る。 この作品 の中の い くつ かが全国ロ ボ

ッ ト相撹 大会 や、 マ イクロ マ ウス 全国大会に出場し、

好成績をあげ ζい る こ とも記して お きたも 

　卒業生の就職先の 内訳を図 2に示した。 ロ ボ ッ トな

ど総合的なシス テム系に進む者が増加 して い ることも

成果の 1つ とみなして よいだろう。
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図 2．鍵御 ヱ 学科 ・ロ ボ ッ ト工 学 科あわせて の 飆 翁夬定先
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